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I. 本稿のテーマ

様々なNTの接続形態を基本的モデルで解明しその特徴を明らかにする。

II. 接続モデル

　2つのNT接続には差額決済の相互接続料金が必要とする。

· 対照的な経済主体の間で社会的に最適な接続料金は、各経済主体の限界的利得減少分に等しい。

· 非対称な経済主体の間で社会的に最適な接続料金は、各経済主体の限界的利得減少分とは相違し最適な接続料金a*はその間に存在する。
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III. 両側接続

　消費者の取り合いを行いつつ、双方のNT相互接続を実現している場合、接続料金aNは、
[image: image2.wmf]の範囲にある。

　さらに、製品差別化を行うと、差別化=0の時はベルトラン競争(利益=0)となる。差別化が低い場合は、共同利潤を最大化するナッシュ均衡は不安定になる。

　国際通信の場合、接続料金は限界費用に等しく、国内の経済厚生を最大化するように精算料金を設定すれば最適解となる。しかし、非対称の場合、一方が割高な精算料金を設定すると、ajとaiの乖離が激しくなる。

IV. 片側接続

ボーモルのECPRは、アームストロングらにより、接続費用=
[image: image3.wmf](=限界費用+機会費用)と定式化され再定義されている。
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